
大
疋
"
年
六
回
三
十

-MH-mz咽
暢

a

，aa司
内
句
唱
一
同
-
岡
崎
"
》

春田十二第き事一Z震
ヰF-1'哩聖日-1'事ー.......~7司--1-"孟旦7<;

租
税
の
目
的
ミ
賞
惜

開
ヱ
グ
ス
の
枇
曾
的
意
識
形
態
叫
わ

土
地
の
非
資
本
的
性
質
に
就
て

徳
川
時
代
の
農
民
逃
散

経
済
事
同
時
公
律
的
精
神
に
就
て

露
削
亜
の
産
業
組
合
迎
動

け
引
い
げ
労
賃
論
三
「
純
枚
入
し

日
支
通
商
航
海
保
絢
攻
正
点

周
庫
預
金
山
山
由
耽
同
党
換
券
改
行
古
川
恥

武
士
階
級
の
窮
乏

家
族
統
計
概
論

海
述
労
作
併
の
提
供
ね
原
白

琉
球
さ
慶
長
役

教
授
出
向
中
岬
ナ

政

問

叫

弔

問

士

主

主

上

h

川
崎
ト
L

1

F

7

J

1

 

k

f

d
引
舟
科
'K

4

4

4

3

i

J

 

川
主
世
主
れ
ド

f

1
1
f
t
J
一一

叫
放
校

川
崎
刈
川
市
'
い
じ

瀧

川

相

凶

串

十

殺

伐

仏

市

博

卜

川
数
回
弘
山
市
ト

致
枚
組
柿
恩
師
寸

数
投
法
山
内
γ

昨『卜
L

教
校
制
前
哨
博
上

教

授

法

収

博

士

戸

河許可

旧

黒γ

イ

川

正

古住

」二

t
t
 

f

l

 

v
o
i
v
.
 

i

i

 

JE 
周1

八

木

芳

之

山

森オミ

)長

沙

見 耕

uf> 
市
中
椛ii¥S 

本

庄

柴

治

郎

財

古11

帯
軍
ム
け

t
t
 

小

島

昌

太

郎

山

本

美

越

乃 肇巌

一一一二一一一一一一



川

論

量生

パ.
四

経
済
同
平
田
根
抵
を
な
す
公
盆
的
梢
帥
に
就
い
1

第
二
十
四
巷

〆1
四

第

掛血

経
掛
亭
の
根
抵
ゃ
な
す
公
益
的
精
紳
に
就
い
て

石

)JI 

盛E

英
の
経
済
阻
干
の
校
祇
に
は
一
公
盆
的
精
紳
又
は
人
道
的
精
紳
ご
一
一
品
ー
は
る
べ
き
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

が
其
経
済
学
の
会
館
系
を
成
立
せ
し
む
る
原
勤
カ
で
ゐ
る
、
そ
し
て
ま
た
共
経
済
同
学
金
縫
系
の
目
的
で
ゐ
る
。
ア

9
2
ト

1
b
y
の
請
を
借
b
τ
云
ふ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
英
会
撃
的
健
系
の

P
E
U
O
B
n
r
E
(動
力
図
)
で
あ
る
と

共
に
の
E
E
司
自
一
宮
(
目
的
同
)
で
ゐ
る
。
卸
ち
此
曲
川
淵
仰
は
そ

ω会
事
的
健
系
の
本
健
(
的
Z
Z
B
2
0
)
又
は
生
命
を

な
す
ご
こ
ろ
の
も
の
で
ゐ
品
。
故
に
そ
の
紛
柿
の
如
何
は
共
事
的
健
系

ω全
慨
を
支
配
す
る
こ
ご
、
な
る
の
で
あ

る
。
か
ぐ
て
そ
れ
は
経
済
皐
成
立

ω基
礎
的
諸
要
件
中
の
段

4
棋
本
的
な
る
も
の
で
あ
る
。

本
論
文
の
目
的
ピ
す
る
ご
こ
ろ
は
、
此
一
公
盆
的
精
紳
な
る
も
の
の
か
、
る
意
義
を
・
息
史
的
・
並
に
理
論
的
に

考
察
せ
ん
ご
す
る
こ
さ
で
ゐ
る
。

第

撃

史

的

考

察

偉
大
な
る
経
済
事
の
根
抵
に
は
常
に
件
大
な
る
一
公
品
括
的
精
紳
が
ゐ
っ
た
。
帥
も
体
大
な
る
鱗
隣
接
の
蝿
系
は
確

乎
不
援
の
人
道
的
精
紳
の
悲
礎

ω上
に
打
も
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
o

こ
の
こ
正
は
偏
見
な
〈
経
済
山
中
史
を
顧

， ~ 



る
人
々
の
等
L
〈
是
認
せ
ね
ば
な
ら
泊
ご
こ
ろ
で
ゐ
ろ
う
。

換
言
す
れ
ば
経
済
挙
史
上
の
各
偉
人
の
経
済
率
的
健
系
は
、
同
一
の
公
雄
的
精
神
の
異
な
る
歴
史
的
事
情
に
於

り
る
現
れ
で
あ
る
ご
考
へ
る
こ
正
が
出
来
る
ご
思
ふ
。
例
へ
ば
T

F
ム
-
A

ミ
月
芯
カ

1
τ
T
U
F
F
-
z
の
艇
掛

率
的
悌
系
は
そ
れ
自
身
ご

L
て
会
〈
相
反
す
る
も
の
、
様
に
昆
え
る
で
あ
ろ
う
。
然
し
ス
ミ
ー
の
慌
系
を
そ
れ
が

生
れ
た
十
八
世
紀

ω其
嗣
刀
英
国
の
枇
曾
的
事
情
並
に
彼
の
例
人
的
事
情
に
結
び
つ
け
、
同
級
に
ま
た
マ
U
Y
F
1

の
飽
系
を
そ
の
生
れ
た
十
九
世
紀
の
共
頃

ω刷
曾
的
事
情
並
に
彼
の
個
人
的
事
情
に
結
び
つ
け
て
考
へ
て
見
る
な

ら
ば
、
我
々
は
こ
の
こ
ど
を
承
認
せ
?
に
は
居
れ
ぬ
で
あ
ゐ
ぅ
。

誠
に
公
盆
的
精
肺
は
泉

ω経
済
的
学
者
の
州
国
統
的
精
紳
で
ゐ
っ
て
、
各
時
代
各
岡
山
経
済
問
学
者
の
取
扱
ム
問
題
ご

方
法
さ
は
歴
史
的
事
情
に
感
じ

τ異
る
も
、
只
ピ
、
こ
の
根
本
精
神
の
み
は
一
貫
し
て
趨
ら
な
い
の
で
ゐ
る
。
否

な
そ
の
根
本
精
紳
が
麗
ら
な
か
っ
た
か
ら
-
』
そ
異
な
る
歴
史
的
事
情
に
膝
じ
て
異
な
る
事
設
が
自
ら
生
れ
出
で
た

の
で
あ
る
。
例
へ
ば
現
代
の
経
済
組
織
が
生
れ
ん
ご
す
る
昨
に
於
付
る
?
ミ
ス
の
皐
詑
に
、
そ
の
純
隣
組
織
が
盗

に
進
展
し
た
時
に
於
け
る
7

U

F

ク
ス
の
皐
設
が
同
一
で
あ
っ
た
ご
す
る
な
ら
ば
、

T

W

ク
月
の
m
学
設
は
、
こ
の
人

道
的
根
本
精
耐
仰
を
充
た
す
よ
ご
は
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

新
〈
の
如
き
考
を
有
す
る
自
分
は
、
誌
に
先
づ
、
そ
の
最
初
の
問
題

Z
L
τ
、
勝
れ
た
経
済
息
者
こ
ど
に
、
ス

ミ
ス
Z

7

U

F

h

y

ス
ピ
に
つ
い
て
、
そ
の
艇
済
事
の
根
抵
を
な
す
一
公
盆
的
精
紳
を
鮮
明
せ
ん
ど
す
る
の
で
あ
る
0

.

真

に
進
ん
で
か
、
る
公
盆
的
精
品
仰
が
異
な
る
廃
史
的
事
情

1
1枇
曾
的
及
個
人
的
の
ー
ー
の
下
に
於
て
如
何
に
磁
化

し
て
現
れ
た
か
ど
云
ふ
問
題
は
こ
の
問
題
が
解
れ
し
後
に
於
て
考
察
す
る
こ
ど
、
し
て
、
本
論
の
主
眼
ピ
す
る
芭

叢

担
時
加
平
由
州
枇
極
を
台
す
品
盆
的
絹
帥
に
説
い
て

島

観

入

E 

前

第
一
っ
す
凹
巷

J、
E 



第
二
十
四
巻

論

議

組
噛
同
事
白
根
抵
圭
な
す
公
盆
的
梢
醐
に
就
い
て

J、
占，、

第

挽

、-、
-ノ
J
J

こ
ろ
で
は
な
い
。

ス
ミ
ス
の
経
済
母
の
根
抵
に
於

μua公
盆
的
精
神
に
つ
い
で

ス
ミ
λ

は
、
彼
の
心
血
を
設
い

r、
不
朽
の
犬
著
に

E
』
ロ
E占
昆
守
山
口

z
p
o
E
昨
日
吉
ι

巧
m
t
F
O町
民
住

E
m
-
-
-
な
る
題
名
を
典
へ
た
の
で
あ
る
o

凡
ア
ぐ
大
卒
者
が
、
自
己
的
生
命
山
一
結
晶
ご
も
一
再
は
る
吋
主
力
作
に
奥
へ
た
る
題
名
山
中
に
は
‘
そ
の
人
の
凪
千
円

根
本
精
一
仰
が
凝
結
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
ず
ゐ
る
。
放
に
我
々
は
先
づ
こ
の
中
に
合
蓄
せ
し
め
ら
る
、
深
遠
な
も

其

《
リ
釦
己

m
m
ω
0「

2Mm

の
を
昧
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
ど
に
そ
の

4
3
t
p
色

Z
色
。
ロ

ご
一
疋
へ
る
こ
古
に
注
意
を
向
げ
ね
ば
な
ら
尚
。

彼
は
二
の
岳
町

E
門戸町。

=r印
当
日
一
与
え

Zω
巳
O
ロ
に
つ
い
て
、
共
著
の
唱
骨
頂
に
於
て
設
明
h

古
典
へ
て
ゐ
る
o

ご
叶

2
0
Z
E己
E
C
O号
。

2
4巾
4
5
2
0
3
5
5
0
Pロ
ι
宅
医
岳

O口同
M
E
=可

E
官
官
]
丙

1
7
2
5
巳
-HF028mmNH一2
2
ι
n
oヨ
ヨ
γ

3
n
M
E
E
E
0
4
-
M戸
内
町
田
町
山
口
ヨ

E
q
Bコ
芭
日
何
回
一
山
口
ι
司
z
n
F
3
2
t
a
u
-一日占、
ω
2
p
q
5
5何
回
ヨ
ヨ
旦
Z
Z
]
u
B吉
司
旦

F
Z
S
F
。号、

。
吋
ヨ
宅
『
且
訪
問
苫
円
『
包
括
ハ
-
2
H
E
岳
山
内
日
以

joι
日
。
中
白
百
旦

FO円

U
E
E白
川
町
=
』

先
づ
此
富
ご
は
労
働
山
町
直
接
間
接

ω生
産
物
で
ゐ
る
。
彼
は
重
商
主
義
及
重
農
主
義
ご
は
同
調
h
帥
労
働
‘
一
昨
を
重

じ
た
り
で
あ
る
。
一
』
、
に
従
来
の
経
済
間
半
者
己
具
り
生
宮
山
川
町
労
山
剛
一
り
官
官
を
宣
Ar
る
彼
の
精
紳
が
現
ら
は
れ

τゐ

る
。
そ
れ
は
後
に
来
る
べ
き
7

h

ク
λ

に
於
け
る
ピ
同
様
な
る
人
道
的
特
紳
の
現
は
れ
で
ゐ
る
。

失
に
そ

ω
巧
E
-
岳
は
附
民
一
伊
年
々
消
費
す
る
子
。
ロ
丹
田
昌
ユ
B
E
R凶

n
0
5
0
E
2
5
z
o
コH
P
で
ゐ
る
、
郎
も

彼
は
宮
を
富
正
し
て
問
題
ざ
す
る
の
で
な
〈
生
活
的
手
仙
ほ
ご
し
て
問
題
ご
す
る
の
で
ゐ
る
。
而
し
て
こ
の
生
活

(
】
部
)
は
単
な
る
物
的
生
活
を
意
味
す
る
も
の
で
な
〈
精
紳
生
活
を
も
意
味
す
る
こ
ご
は
道
徳
皆
同
唱
者
た
る
ス
ミ

¥Vealth of N立tiOJls.edi f. by Cannan L p. 5 Adam Smiih 1) 



且
に
芭
つ
て
は
常
然
の
こ

E
、
云
へ
ょ
う
。
然
ら
ば
、

段
Z
し
て
の
必
要
Hm及
便
宜
品
で
あ
る
ω

月
ミ
ー
が
巧
E
-
p
z
一
耳
へ
る
は
人
の
人
た
る
生
活
の
手

¥
E
2
h
w一-
H
4
4
2
B、
沼
閉
山
剛
氏
。
仰
向
ロ
白
内
。
ロ
ぐ
Ed町内同同氏
mu
。吋

]F-DW4rrv

衣
仁
そ
の
官
の
主
慌
た
る

E
R
H
Oロ

r
F
Z
ヘ
4
d
t

ま
た
以
上
の
句
に
磁
い
て

E
K
g丘
吉
岡
円
Z
司『
OHm-
目

印

同

r
一ω

日目い

mwロロロ
hw】目回、

g
ロ
E
B
B
-
ピ
一
式
へ
る
こ

E
よ
h
見
て
、

同封。
ιznpo同
4
E
"
高
官
日
E
m
E
Z
Z
M
M
F
r自司

M
q
m
p
n
R
唱

m目
色
。
門
司
呂
志
E
Oコ一。

F
m
E
E
F
2
0『
nFC昌
三
百
耳
。

z
d

noEロ
ヨ
市
民
-
p
o
ロ耳目。ロ話回目】『
O
宮
内
耳
内
耳

4
0
3
ω
E勺
自
己
吊
ハ

HJ4】百円
M
m
w
E
F
o
u常
町
宮
山
口
日
制
ロ
島
内
。
ロ
〈
命
E
g
n
M
m
m
p吋

44Y呂
町
民
宮
ω

z
n
z
s
u
z
云
へ
る
に
よ

h
、
其
刑
曾
の
委
員
を
意
味
す
る
こ

Z
U
知
L

リ
得
る
で
あ
ろ
う
。

ス
ミ
ス
の
研
究
者
ご

し
て
有
名
な
キ
ヤ
ナ
ン
も
出
Z
H
H
P
E
S
E
-
-
:
Z
(注
目
印
自
民
げ
)
E
J
Z
o
o
t
E
E
5
0『
証
言
E
E
Z
4
r
o
-
-
:
z
a

佳宮内
2
7
5吾
OZ
志望宮内】。

:P宮
内
ロ

(
q
z
z
z
E
2
2
0
同

0
4
0
3
3
E・
芭
し
た
。
即
も
彼
の

4
2
5
0同
Z
良
g

z

云
へ
る
は
只
一
国
家
又
は
批
曾
に
存
花
す
る
官
の
絶
謝
量
正
し
て

ωキ
ヤ
ナ
ン
の
所
詞
〉
町
四
百
四
回
目

Z
4
2一
号
で
な

〈
、
共
批
曾
の
全
員
数
ご
の
陶
係
に
於
て
考
へ

Hb
れ
た
る
削
も
キ
ヤ
ナ
ン
の
所
詞
雪
作
日
間
0

2
巳
吾
で
あ
り
、
刷

曾
の
全
員
の
生
活
に
印
し
て
考
い
へ
ら
れ
た
も

ω
で
あ
る
。
こ
の
こ
ご
は

J
oロ
ω
寸
志
o
E
:
r
z
r
E丘

Eι

日目門司。
m
O
O『
同
口
胃
。
含
r
z
o口一

=ι
云
へ
る
こ
己
に
よ
っ
て
も
別
に
な
る
芭
忠
ふ
。

彼
は
ぎ
が
と
Z
H
O町
宮
色
。
ロ
な
る
概
念
を

一
方
生
産
的
労
働
に
印
せ
し
め
、
他
方
企
図
民
の
消
投
正
云
ふ
ニ

可
2
F
r
。「

E民
O
P

を
論
A
Y
ぺ
き
本
論
に
於

τも
一

正
に
印
せ
し
め
て
考
へ
た
、
従
っ
て

p
o
E
E目
。
『
匹
。

闘
の
生
産
的
労
働
ゆ
負
携
者
で
ゐ
hJ
而
も
寓
の
最
も
商
品
ま
れ

F
ゐ
、
下
院
用
階
級
に
つ
い
て
考
へ
る
ニ
デ
ピ
忘
れ
な

ミ

〉

Z
o

カ
て

f

魁
清
挫
・
山
根
抵
を
な
す
公
益
的
嫡
紳
に
就
い
て

第
ニ
十
四
巻

λ
七

節

税

}¥. 

K 

首講

議

C汎nnaniTheories. p・10

Ibid. J入日
Wealt-h of N'ations II p. 1 S9 
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論

議

組
梼
耕
白
根
抵

t
な
す
A
H
盤
的
綿
帥
に
就
い
て

第
二
十
四
巻

A 
J、

第

i抗

A 
入

普
通
認
句
作
岡
山
門
0

5巴
岳
又
は
生
産
力
的
問
題
正

L
て
考
へ
ら
る
、
生
康
論
的
問
題
に
於
て
も
仰
は
こ
れ
等
下

層
階
級
の
生
活
蹴
践
を
問
題
・
己
し

t
い
る
。
先
つ
分
業
論
に
於
て

Z
H
;
ま
問
E
n
E
E
1
5何時
5

0
ご

Z
Y
E
E
5

0『
邑
ご
FO
岳司
α
日
己
耳
目
m
Lロの
0
5
2
5ロ向。。『
F
F
o
ι
Z
Eロ
。
ご
品
。

F
君
主

n
F
R
E
E
n
p
E
凶
器
干
問
。
品
目
旦
明
OA信号
-
S己

記
ロ
ヲ
雪
国
目
。
司
EZHJnot4ZOFZZEω

声
明
巴
ご
o
p。
-
0
2月
百
回
目
品
。
士
roHHOHM-0
・・・・--釦官
Z
E
-
-
z
q
品目明
5
2
M
E同日
F
3
5向
HHa

旦
ご
百
島
同
B
E
E
r
。『

E
Q
Z
・
:
:
M
n
E
Z
m
E
P
百円
Z
m
-
Eご
F
O
R
E
E目
。
宮
5

0
『
Z
F
3
2
司
2
3
号
日

宮内山一
Z
Z
S
E
R
F
2
2
E
F録
。
同

Z
E
ι
5
5
0
5
Z仏
中
百
四
ニ
官
。
自
E
F
E
円F
O
H
n
o回目。
p
z
o
J
O町
内
耳
】
皇
司
自
n
o
z
u
F且

。
『
自
弓

?
Z
g
u
E
U四
-
宮
山
富
o
-
5
2
5円
。
ご
r
t
-
S
E
E
M
Z
弓
O『
内
自
白
E
S
E
E
r
m島
田
再
開
E
・1
t
し
て
分
業

が
生
産
カ
の
増
大
正
共
に
北
(
枇
曾
り

HM
下
制
府
民

(
5
0
]
0
4
0
U昨
日
ロ
E
o
h
F
O
宮
0
1
3
に
至
る
ま
で
の
生
活
を
高

め
し
こ
ご
を
讃
美
し
て
い
る
の
で
ゐ
る
。

ま
た
第
二
篇

ω資
本
論
に
於
て
も
、
そ
れ
は
多
〈
の
生
成
論
に
於
り
る
じ
同
時
な
'
り
、
下
肘
防
削
減
勢
働
者
階
級
の

生
活
ご
の
闘
係
に
於
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
卸
ち
‘
ご
『
品
門

zι企急陶司『出
r町司
E回z丙二占宕
ιJ同ロE【

M

古

B
目。

s円毘阿EE。2=P-RB門忌ι岳】百ロお問門
z。内岳骨『宮何

ι』
同
司
他
国
内
三
百

E
品一
nr
一二
mo自℃
F
Z
-
h
を
論
争
る
一
』
ど
を
其
第
五
章
の
目
的
ど
し
て

ゐ
る
。

即
も
ニ
れ
等
の
貼
は
普
通
の
生
産
論
に
鬼
ら
れ
ぬ
齢
制
で
ゐ
っ
て
、

4
5
t
p
。
同
居
住
OHH
の
考
に
於
け
る
ピ
同
じ

λ

号、
λ

の
経
憐
皿
干
の
板
紙
に
限
動
せ
る
司
公
盆
的
精
一
脚
の
旧
制
現
ご
し
て
考
へ
る
一
』
ピ
が
州
来
る
で
あ
ろ
う
o

ま

た
分
業
論
第
二
章
に
於
り
る
次
の
語
は
、
今
日
刷
曾
問
題
を
念
頭
に
置
け
る
も
の
仁
ピ
つ

τは
姉
切
な
る
戚
が
あ

る
で
あ
ろ
う
。

Wealth of Nations I. p. 12. 

Ibid. I. p. 340・
1) 
2) 
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論

議

九
0 

組
涛
担
・
白
眼
極
を
な
す
品
盆
的
精
帥
に
就
い
て

第
二
十
四
巻

九
O 

第

鵠

ニ
、
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
泊
ニ
ご
は
、
重
商
主
義
の
諸
原
論
が
貨
幣
を
一
闘
に
葬
ら
す
こ
さ
を
以
っ
て
目
的
ご

し
た
も
の
で
あ
る
ご
彼
が
考
へ
る
以
上
・
こ
れ
等
諸
原
理
を
批
判
す
る
に
賞
つ
て
は
、
こ
の
観
貼
よ

h
す
る
ご
云

ム
こ
ご
が
常
然
正
考
へ
ら
る
べ
き
に
拘
ら
十
・
政

τ共
州
側
紡
よ
h
せ・
3
る
-
』
ご
を
明
言
し

τ、
特
に
「
一
闘
の
異

の
官
及
牧
入
」
に
謝
す
る
影
響
ご
一
E
L
御
鮎
よ
h
一
}
れ
を
せ
ん
ご
す
る
こ
ご
で
ゐ
る
。
こ
の
際
同
一
の
封
象
に
到

し
て
一
の
伽
州
知
よ
h
の
問
題
を
取
ら
十

L
t
、
他
の
凱
鮎
よ
h
の
問
問
岨
を
取
る
べ

L
Z
す
る
所
以
の
も
の
を
決
す

る
ご
こ
ゐ
の
も

ω
は
何
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
ス
ミ
ー
の
経
済
問
+
の
根
祇
に
働
げ
る
一
公
盆
的
精
紳
に
外
な
ら
な
い
ー
の

で
あ
る
。
子
一
ミ
ス
の
重
商
主
義
批
判
が
強
き
公
盆
的
精
一
脚
の
嫌
露
己
し
て
人
狐
の
隆
史

ω進
艇
に
謝
す
る
重
大
な

る
カ
=
な
b
二
偉
大
な
る
功
献
を
な
し
得
た
所
以

ω
本
は
そ
も

y
k，
』
、
に
ゐ
る
の
で
ゐ
る
o

若
し
彼
が
-
』
の
重

市
問
主
義
の
諸
原
理
を
そ
れ
が
本
来
日
的
Z
し
た
ピ
考
へ

L
「
貨
幣

ω獲
得
」
ピ
一
千
点
概
略
よ
b
批
判
し
た
さ
す
る
な

ら
ば
・
彼
の
皐
問
的
功
叫
叫
は
到
底
か
(
的
如
〈
大
な
る
こ
ご
を
得
な
か
っ
た
で
め
ろ
う
。
単
に
「
与
の
縛
め
の
皐
」

正
云
ム
ニ
ご
を
主
張
す
る
人
々
は
か
、
る
問
題
に
制
到
し

τ答
へ
る
こ

Z
が
出
来
な
い
で
ゐ
ろ
う
。

私
以
さ
き
ド
い
伴
大
な
る
経
掛
川
学
は
総
て
同
一
な
る
日
公
盆
的
精
一
仰

ω
異
な
れ
る
陸
出
的
事
情
に
於
げ
る
肱
賀
川
唱
で
あ

る
ご
遁
ぺ
た
が
、
今
仙
世
的
重
商
主
義
批
判
論
に
つ
き
、
北
(
根
本
を
な
す
精
榊
を
明
な
ら
じ
め
ん
ご
せ
ば
、
蛍
時
の

際
史
的
事
怖
を
知
h
-
」
れ
に
結
A
で
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
り
で
ゐ
る
。

ス
ミ
ス
向
身
が
一
去
へ
る
が
如
〈
、
嘗
昨
は
南
川
重
商
主
義
が
行
は
れ
て
い
わ
~
の
で
あ
る
。
郎
も
掛
制
的
規
制
の
中

世
よ
0
近
世
の
経
掛
的
白
山
へ
の
過
渡
附
代
己
し
て
、
貿
易
も
政
府
ゆ
干
沙

ω
下
ド
立
っ
て
・
多
〈
の
稲
川
知
嗣
の
貨

物
の
総
入
は
或
に
組
掛
的
に
禁
せ
ら
れ
ま
た
は
高
き
闘
税
を
課
せ
ら
れ
、
従
っ
て
そ
れ
等
貨
物
の
生
産
者
逮

ω
岡

， > 



内
市
場
に
岨
到
す
る
獅
占
は
拶
し
い
有
様
に
あ
っ
た
。

濁
占
の
弊
害
o

共
給
川
市
た
る
弊
害
は
、
生
産
上
及
分
配
上
に
及
ん
だ
。
生
産
上
に
於

τは
、
比
獅
占
は
周
際
分

業
を
妨
「
る
-
』
ご
に
よ
っ
て
一
耽
曾
の
生
産
力
を
減
少
せ
し
め
た
。

分
配
又
は
消
費
の
上
に
於
て
は
此
濁
占
ゆ
結
果
、
共
等
貨
物
の
欄
絡
は
常
然
に
勝
貸
し
て
闘
内
の
一
般
消
技
者

而
も
こ
の
一
般
消
設
の
犠
牲
に
よ
り
生
産
者
就
中
商
工
業
者
は
大
い

は
犠
牲
を
梯
ム
ヨ
」
己
主
総
儀
な
く
せ
ら
れ
、

に
其
利
盆
を
受
け
た
の
で
ゐ
る
。

彼
は
こ
の
こ
ピ
の
不
蛍
を
攻
め
て
失
の
如
く
に
云
ふ
て
い
る
。

2
円

o
d
Eヨ句門戸
O
E
5
F
o
g
-
o
m
E
E
ι
町
民

4
0
2
0『
長
官
o
E
n
E
R
S
L
F
0
5
Z二
宮
内
。
コ
z
t
g
E
n
o旬。口問
Z
E
Z
E
o
z
z

E-
。ロ
q
m
O
世
司
百
二
円
耳
〈
冨
ロ
司
自
由
司
自
σ
門官
OBo--D岡
子
巳
。
ご
7
0
8ロ
ωFFEq
叶
百
ヨ
ヨ
一
日
間
吉
田
同
氏
R
去

m何百
4
2
2
E
-

FEn-内喝。ロ一
ι
『句"『
E
E
g
E
Z昌
司
同
時

o-uB〈
何
百
回
己

E

F何
日
司
日
ロ
E
0
4巳
O
E
F
n
w
H
E
o
z
m件
。
ご
r
o
n
o
E
m
b
M
2
a
E
E
E
h

B
d
m
Z
E
-
-
E
Oロ
mno品
川
。
吾
u
m
E
Fぬ
唱
百
白
戸
2
A
釦
ロ
品
品
目
。
日
ω
百の
O
S
E耳
目
当
o
E
n
z
o
p
凶ロ円四ロ
Z

g
ロωロヨー問。
p

a
任
命
【
号

r
g
z
g
ι
E己
o
Z再向。
z
-ご
E
E
5、自白

2
日
ョ
。
月
0・3

郎
も
純
情
的
活
動
の
窮
局
の
目
的
は
枇
曾
一
部

ω企
業
者
階
級

ωな
益
を
増
進
す
る
こ
ど
に
あ
ら
守
し

τ、
枇

曾
全
員
七
る
消
化
賞
者
の
利
益
郎
ち
↓
公
盆
-v-
増
進
す
る
に
ゐ
h
J
ご
な
し
、
判
払
盆

ω震
に
R

世
盆
h
f
」
獅
占
せ
る
此
等
企
業

者
階
級
を
非
難
し

τν
る

ω
で
あ
る
ω

而
し
て
彼
は
ニ
の
私
盆
の
縛
め
に
公
盆
を
獅
占
し

τ恥
ぢ

Y
る
の
卑
劣
、

破
廉
恥
を
痛
潟
し
て

RRHFm

雪
且
n『
向
島
唱
目
見
件
。
同
日
。
ロ
毛
色
、
正
呼
ん
で
ゐ
る
。
そ
し
て
ま
た
農
業
者
階
級
に
か
、

る
濁
占
心
の
少
き
-
』

Z
に
つ
い
V

て
「
彼
等
に
ご
っ
て
甚

r名
春
な
こ
芭
(
内

o
p号
同
月
島
田

MOBR)」
r
z一
五
ふ
て
い

第

t! 

:九

担
済
同
申
目
根
抵
危
な
す
公
盆
的
精
神
に
就
い
て

第
二
十
四
巻

" 

1百両

議
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組
消
串
白
根
抵
を
な
す
公
盆
的
精
帥
に
就
い
て

議

第

就

プL

詰

第
二
十
四
巷

え

る
Q 

見
ミ
月
が
か
、
、
る
枇
品
開
的
破
臨
陣
恥
の
態
度
じ
制
到
し
如
何
に
ぬ
偵
を
禁
中
る
能
は
な
か
っ
た
か
を
知
る
べ
き
で

&の
4
0
u

濁
占
打
破
の
主
張
。
而
し
て
彼
以
か
、
る
事
情

ω下
に
於
て
こ
の
湖
占
的
弊
山
古
の
救
漉
策
正
し
て
、
府
政
の
企

業
階
級
に
謝
す
る
保
護
干
渉
を
排
し
制
人
の
一
経
済
的
自
由
を
高
刺
し
こ
れ
を
も
っ

τ一
肱
曾
の
生
威
力

ω増
大
及
分

配
の
会
中
に
過
す
る
も
の
正
し
た
。
こ
、
に
二
一
言
注
意
す
べ
き
は
、
か
く
て
A

3

こA
は
句
。
-
E
R司
自
円
の
自
由
放

任
を
主
張
し
た
が
、
そ
れ
は
こ
れ
を
も
っ

τ理
秘
的
な
る
も
の
ご
考
へ
た
が
放
で
な
〈
、
こ
れ
に
仲
ム
純
々
な
る

弊
審
め
る
こ
ご
を
認
め
な
が
ら
も
、
而
も
蛍
時

ω事
情

4
b
L
H
¥
政
府

ω
如
何
な
る
善
意
の
干
渉
も
、
こ
れ
に

比
し
て
ぬ
盆

ω絡
め
に
不
可
な
る
こ
ど
を
認
め
た
が
放
で
め
る
。

務
占
釘
磁
の
困
難
と
之
F
射
す
呂
一
彼
の
人
道
的
勇
気
。
而
も
彼
は
を
的
獅
占
打
破
を
困
難
な
ら
[
む
る
ピ
こ
ろ

の
彼
等
調
占
者

ω枇
曾
的
磁
力
に
つ
一
い
て
弐
山
り
如
〈
に
述
べ
て
い
ν

る。

-
h

叶

F
M
m
E
E品。]司

r
d
U
S
E
R
F
Eの
耳
目

E
F
o
E
E百円
0
2。百四

]
E
R
E
-一
号
吉
宮
刷
。
『
門
Z
E
-
P丘、

r
r
h
w
O
Z品一
2
3
ω
E
E日
間

有国山、・

F
4
r
h
z
o
r命
E
E
O
F
E
M
E
μ
z
o
E
F
o
m
o五
百
EOHFω
口
弘
口
市

QP
目白ロ山、

O
R
E
-
C
5
5
2自
記

μ
Z
F命

]O岡山
ω宮
内
日

p
=

h
r
r
J
b
有
力
な
る
批
曾
階
級
り
引
私
的
利
盆
に
謝
し
て
戦
ふ
時
、
自
己

ω生
命
の
危
険

e
h防
せ

Y
る
可
ら
ゲ
る

こ
ど
を
彼
は
明
に
意
識
し
て
い
た
、
而
色
彼
は
枇
曾
日
叫
盆
の
縛
め
に
斯
〈
も
男
敢
に
其
帥
唱
を
宣
し
た
の
で
あ
る
。

ζ

の
句
に
つ
、
〈
次
の
句
に
は
伎
の
人
道
的
勇
士
ピ

L
て
の
委
が
躍
如
ピ
し
て
い
る
。

=
吋

-m
司
ぬ
目
巨
同

oh
宮

H
C
Z
M
E
n
g
F
O
E
-
4。
島
空

0
4
百円
d司
自
己
史

E
P向
1
Z
E
P向

z
z
g
oロ
占
。
目
下

M
M
U
Z
Z
E
R
A
E耳
目
。
円
。
巳
可

吾

O
吊
宮
ι呈
芭
ロ

O『

ZP骨
目
E
h
aロ同

n
z
ι
9
r
c内
向

吋

g
h
恒。句

C
E
2
q
E且

E
出
耳
目
目
。

5
F
E
H
O丘
日
巳

E
g
当
}
百
四
ロ
ロ
ヨ
宮
司

mwHHnH
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A明

g
z
r
z
呂
コ
ι
q
F
O
E
O』
開
門
官
ご
日
唱
。
『
話
回
2
・
=
z
o唱
2
2
F
O
H
H
Y
Oロ
n
r
o
n
o
E
E
4・
自
品

E
=
自
0
3
園内

Z
E
ω
E
F
Eぞ

g
o
z間
宮
百
官

M
E
-
-
o
F
=
z
n
F
O
B
-
2
5
2
Fゆ
目
。
ω仲
卸
岳
ロ
0
1
E四
邑
胃
0
5ヲ
ロ
2
n
r
o
E四r
a
H
g
t
-
ロ日

Z
5
句
2

2

1
一
円
目
2
5
-
日ロ

3
0
2
E
2
5
5
2
E
o
mご
号
目
。
E
臼
げ

5
0
E
Z
E
2
2
0口
一
面
白
咽
2
0
4
5
2
5
-
百円

E
E
m百世田

中
。
自
一
司
邑

ι百四何時、

P
2
5叫『吋
O
B
P
O
E
m
o一o
z
o
E
3問。。同「
5
9
5
ヨ
ι
品
E
3
2
E
Z
E
E
4
0一E
R
-

こ
の
徹
底
せ
る
ス
ミ
メ
の
人
道
的
熱
情
は
我
等
絞
隣
接
者
を
深
〈
反
省
せ
し
め
宇
に
は
泣
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

而
も
-
』
れ
に
引
き
縦
く
句
に
於
て
彼
は
猫
占
排
裂
に
蛍
り
て
、

彼
が
H

位
盆

ω敵
ご

L
て
戦
ふ
た
彼
等
濁
占
者
の

受
く
べ
き
運
命
に
就
て
も
亦
人
道
的
に
考
慮
す
る
こ
ピ
セ
忘
れ
な
か
っ
た
。

我
ケ
は
彼
に
於
て
、

経
術
事
者
た
る
の
根
本
要
件
た
る
人
道
的
精
紳

ω典
型
を
見
る
の
で
あ
る
o

ニ『
VO
ロ
ロ
牛
耳
冨
百
円
。
『
戸
国
自
己
日
レ
ロ
ロ
F
E日
P
4
r
c
-
F『
nF巾

F
O
B
O
B
U
円宮内
ω
『
日
ロ
問
自
己
白
Oロ
q
E
E
0
1ロ
E
P
O
S
M回目
uozECロ

丘
町
。
星
唱
H
O
E
-
m
z
z
z
z
o
σ
r同
色
百
戸
E
Z
oロ
E
:昌弘ぬヨ唱。
z
E
E
E吾作

mb司
O円
再
々

S
E
E
O
Bヴ
ケ

-

-

-

叶

Z
Z
E
B
U
-
m

日間凶
E
L
r
o
z
p日
-
E
E
M
m
E
5
2
2
』
c
q
g
F足
岳
山
口
町
ゆ
え
岳
Z

T
ロ己

ω
F
E一ι
ロ
雪
耳

Z
E
n
B
L
R
O
L
E
E
2
q
-
r
E
E
o
t
u
J

明
邑
E
口
ヲ
百
円
同
包
吉
岡
似
〈
m
弓

-o
ロ叫

d

百
吉
宮
崎
=

印
も
彼
等
も
亦
枇
曾
の
成
員
で
あ
る
以
上
北
(
運
命
に
封
し
て
も
倫
ほ
王
義
的
考
慮
(
耳
目
。
A
E訂
正
ぬ
『
お
巳
品
)
を

要
求
せ
る
は
旦
ミ
且
の
会
盆
的
精
紳

ω徹
底
せ
る
所
以
で
あ
る
。

彼
は
夏
に
進
ん
で
立
法
者
が
階
級
的
利
盆

ω院
し
き
強
諦
(
再
Mon-創
刊

5
8
5
宮
町
。
号
E
q
。
町
宮
邑
包
宮
市
町
畠
官
)

に
動
か
古
る
、
こ
芭
な
(
、
日
公
盆
山
康
き
州
側
鮎

(
E
O見
EMω
日5
1
0唱
。
コ
ro
向

S
O
B
-
問。。
L)
に
立
ち
、
以
て

濁
占
の
新
設
繍
張
並
に
厳
止
に
必
十
件
ふ
正
こ
ろ
の
枇
曾

ω騒
乱
を
未
然
に
防
ヤ
べ
き
こ
己
を
要
求

Lτ
い
る
の

で
あ
る
。

第

協

九

第
二
十
四
巷

コし

論

讃

融
商
摩
白
叫
括
主
な
す
公
益
的
精
神
に
就
い
て

Ibid. 1 p. 436 1) 
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諭

議

組
前
訟
の
叫
抵
を
な
す
時
益
的
精
神
に
就
い
て

ゾL
四

第
二
十
四
巻

九
回

都

宮E

以
上
、
私
は
旦
ミ
λ

の
極
端
相
事
り
根
祇
合
な
す
精
紳
を
「
諸
図
民
の
宮
」
に
つ
い
て
採
っ
た
の
で
あ
る
が
、
我
'n

は
か
(
て
ぞ
こ
に
・
級
協
明
事
者
に
市
立
っ
て
典
型
的
な
る
公
盆
的
清
紳
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
o

ス
ミ
ス
に
創
ま
っ
た
個
人
主
義
旗
脳
出
事
白
誠
に
立
っ
て
、
十
九
世
組
の
前
半
を
代
表
す
べ
き
シ
エ

l
・
品
ス
・
ミ
ル
及
び
寸
カ
世
紀
白
酔
よ
り
一
一

寸
世
記
山
初
を
代
表
す
る
マ
ー
シ
ャ
ル
轄
に
ワ
い
て

t
、
同
肢
の
岩

J

冨
援
を
な
す
ζ

と
は
訟
此
あ
る
こ
と
て
あ
る
う
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
翻
泌

尿
前
中

ωω
宮内

5
5
-
E
H
P
論

叶
Z
P
E
B
o
t
円

r
o
u
F
9
5口
同
内
宮
田
諭
轄
に
於
て
、
こ
と
に
明
に
そ
山
棋
低
と
な
れ
る
公
益
的
柿
帥
を
且

る
ζ

と
が
山
高
る
ふ
L

忠
弘
。
後
者
に
つ
い
て
は
比
三
部
引
の
+
植
を
泊
じ
て
と
れ
を
見
得
る
と
思
λ
。
然

L
マ
ー
シ
ャ
ル
に
就
て
は
此
に
こ
の
間
魁

に
刷
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
正
た
こ
れ
轄
山
人
は
之
ミ
λ

と
同
ピ
拙
に
幽
す
る
人
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
制
剛
さ
れ
た
る
前
文
に
於
て
刑
故
ふ
こ
と
を
止

め
、
単
し
晶
、
こ
れ
と
反
針

ω
立
場
に
立
ち
、
町
も
λ

ミ
λ

に
も
比
す
べ
き
大
き
を
有
す
る
マ
ル
ク
λ

に
つ
い
て
こ
白
考
察

E
向
け
て
且
た
い
と
思

L

。

マ
ル
ク
ス
経
潰
畢
と
公
盆
的
精
神
。

其

=

T

W

h

y

-

経
済
事
の
級
祇
に
円
的
的
意
士
山
が
あ
る
か
ど
う
か
ご
云
ふ
こ
ど
白
鱒
阪
仁
多
f
の
異
論
の
あ
る
こ
ご

で
ゐ
庁
う
o

忍
は
こ
の
短
い
論
文
に
於
て
噂
」

ω問
題
を
論
じ
謹
し
得
ょ
う
ご
は
M
U
は
な
い
。
然
L
少
(
ぜ
も
、
こ

の
問
題
に
拙
到
し
否
定
的
に
答
ふ
る
こ
ご
の
不
可
能
な
る
こ
ご
を
一
不
め
[
た
い
己
忠
ふ
。

彼
の

R
U』旬、吋
F
E
E
S
q
明
。
百
円
『
仰
の
}
γ
ご

を
見
る
な
ら
ば
、
彼
の
哲
率
的
見
解
の
特
徴
は
筆
ろ
思
惟
ご
鴛
践

ご
を
相
雌
る
可
ら
5
る
も
の
ご
し
、
従
っ
て
中
の
目
的
は
賞
践
に
あ
り
イ
し
し
て
い
る
こ
ど
が
朋
で
ゐ
る
。
例
へ
ば

tHug-srι
白
〈

E
品
。
句
司
日
目
的
目
ωo-
町内耳目
ω
ぺ
(
質
践
か
ら
遊
離
し
て
い
1

る
思
惟
)
を
非
難
L
ま
た
、

E
U
H
O
E口
?

宮
司

F
S
E
g
-
-
ι
向
。
者
向
】
肝
ロ

5
2
2
z
a
g
E
R号
百
円
~
日

z
a
E自
E
T凶

ω日
広
告
w

比
の
巴
百
円
帥
豆
町
口
阿
川
、
(
哲
向
学

者
以
世
界
を
い
う
/
¥
に
解
秤
し
て
き
た
ャ
り
で
め
る
。

rが
肝
要
な
る
こ
三
品
、
世
界
を
官

E
す
る
こ
芭
で
あ

市上官科皐l.マー ν ヤル腕(大E十百年一且)捌梢.r晩年のマーシヤル芳生を訪

れ L頃の思1ひ山」
Marx-Engels Ard】iv.1 Band S. 227 
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る
)
正
一
五
ふ
て
ゐ
る
。

然
ら
ば
〈
呂
仙
ロ
《
凶
作
E

Z
一
五
ふ
司
}
芭
は
.

、
.
、
.
、
、
.
、
、
、
.
、
.

一
償
ど
う
一
五
ふ
こ
ピ
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
必
然
正
目
的
Z
の
結
合
で
ゐ

を
論
じ
て
自
然
仁
よ

マ
ル
ク
λ

が
骨
特
技

L
た

7
y
ス
ト

1
ト
ル
「
は
物
の
生
成
(
色
沼
町
内
。
『
ゆ
)

る
も
の
を

E
E
E
H
F
R
C
E口
問
ピ

L
入
品
却
に
よ
る
も
の
を
ヨ
与
山
口
問
ご
し
た
。
〈
日
肋
ロ
ι
S
H
E
-
五
J

こ
Z
は
入
品
局

仁
J
る
こ
戸
E
T
ゐ
る
故
に
後
者
に
嵐
す
る
こ
ご
は
切
で
あ
る
。
そ
し
て
7

9

1

ト
1
ト
U
F

は
後
者
の
性
質
を
説
明

し
、
そ
の
目
的
正
必
然
ピ
の
結
合
に
あ
る
こ
さ
ぜ
明
に
し
て
ゐ
る
o

彼
は
踏
師
が
病
人
を
臨
す
る
仰
を
川
ひ
て
日

〈
、
幽
師
が
出
刑
者
を
他
康
な
ら
し
め
ん
ぜ
欲
せ
ば
、
先
勺
山
惟
康
ご
一
五
は
る
ぺ
き
身
憾
の
朕
態
山
り
何
な
る
か
を
知
ら

ね
ば
な
ら
泊
。
そ
れ
が

E
民
日
ヨ
ω
訂
可
で
あ
る
ご
守
る
な
ら
ば
こ
の
放
態
が
あ
る
ピ
一
五
ふ
-
』
ご
は
何
に
庁
右
足
。
ロ

る
ぜ
云
へ
ょ
う
。

ご
一
五
ム
ャ
』
ご
に

ι
3
0ロ仏
O
ロ
す
る
}
}
Z
を
知
っ

た
な
ら
ば
更
に
こ
の
-
」
ピ
が
何
に
《
佐
官
皇
内
凶

Oロ
す
る
か
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
か
(
し
て
彼
は
え
山
E
-
m
H
G
E
H
H
n
F

か
を
如
ら
ね
ば
な
ら
泊
。
こ
れ
が
病
者
の
『
m
r
d
自
包
o
Z耳
目

}
M
O
Bロ
s
r
o
へ
ま
で
思
索
を
暗
記
め
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ

ω
こ
れ
が

HFEEHM問
の
道
行
で
あ
る
。
視
か
く
す
る
己

云
ふ
ニ

Z
が
一
単
線
す
る
ご
云
ム
司
、
ピ
に
門
佐
官
民

S
し
て
ゐ
る
こ
己
を
知
っ
た
な
ら
ば
、

こ
の
雌
出
世
す
る

Z
一五

ふ
こ
ご
は

μ
出

HKw一
ω昨日
M
4
E
n
r
r
m
n
ω
ロ
z
r
o
で
あ
る
。
即
も
そ
れ
は
司
自
由
E
H
U
O
R
R
E守
な
も

ωで
ゐ
る
。

か
〈
他
康
吉
一
五
ム
目
的
よ
り
山
で
、
可
能
的
守
o
E
w
e
-
)
な
最
後

ω手
段
仁
ま
で
舟
町
内
白
血

CE
ず
る
必
然
的
の

系
列
を
求
め
て
行
〈
こ
ご
が

J
R
F
E
E
H問
ョ
の
道
行
で
あ
る
。
次
に
こ
の
最
伎
の
可
能
的
な
る
手
段
を
賞
現
せ
し

む
れ
ば

1
|
此
際
儲
師
が
取
燥
す
る
事
』
ピ
に
よ
っ
工
病
者
を
温
h
U

れ
ば

l
l必
然
の
系
列
は
次
へ
衣
へ
芭
必
然
に

賞
現
さ
れ
遂
に
目
的
ぜ
古
れ
た
る
健
康
の
賞
現
に
ま
で
至
る
の
で
ゐ
る
。
こ
れ
は
ミ
自
島
町
四
三
の
道
程
で
あ
る
。

論

叢

経
済
串
の
組
組
を
む
す
公
壷
的
制
叫
に
就
い
て

銘
二
十
四
巻

第

銃

九
E 

丸

五

Aristotle: Me同.phrsica.trans. Ly Ross Book VIJ ch乳PVII 1) 

" 



論

組
隣
国
申
白
根
抵
を
な
す
品
益
的
補
神
に
就
い
て

九
~ ，、

第
二
十
四
巻

第

蝉

iL 
プミ

議

か
〈
て
彼
は

E
4
F
2内
向
。
日
目

F
ロ
odB
岳
民
山
口

μ
ω
命日
O
E
E
J
r
g
E
2
守
O
B
F
B
}
F
E血
F
o
g
n
町
Oヨ
E
E
P

E
E
3
P
E
5
5
2
岳
民
主
任

Z
E
E
-
=
帥
も
戒
意
味
で
健
康
か
ら
他
胤
が
・
家
か
ら
家
が
成
る
、
素

材
を
持
た
ぬ
共
も
の
か
ら
素
材
を
有
っ
た
共
も
の
が
成
る
ご
一
五
ふ
こ
ぜ
に
な
る
ご
一
再
ふ
て
ゐ
る
。
削
も

耳目
p
o
z昨
日
毎
2
か
ら
司

0
5
5岳
自
民
2
が
出
来
る
の
で
ゐ
る
。
前
者
は
こ
の
全
館
の
必
然
の
系
列
を
成
立
せ

(
本
論
文
の
冒
頭
に
吻
カ
悶
郎
も
目
的

町。
司

自

し
む
る
原
動
力
で
あ
b
-
』
の
会
館

ω系
列
の
目
的
ご
な
る
も
の
で
あ
る
。

闘
で
ゐ
る
己
云
ふ
た
の
は
こ
の
意
味
で
あ
る
)
そ
し
て
後
者
は
此
目
的
の
現
貸
せ
色
れ
た
も
の
で
め
る
。
斯
f
て

自
釦
民
ロ
問
の
本
質
は
目
的
ピ
必
然
記

ω
結
合
で
あ
る
吉
一
五
ふ
こ
古
が
山
来
よ
う
。
従
っ
て
7

F

ク
ス
の

J12mg斥
ヨ

ピ
云
へ
る
こ
正
に
つ
い
て
も
同
総
で
あ
る
。

マ

P
F
A
的
経
済
皐
即
大
著
「
資
本
論
」
は
虫
色
o
E
R
F
O
何
己
主
n
r
z
a
z
呼
ば
る
、
あ
然
的
被
展
の
形
を
示

め
L
て
ゐ
る
。
然
L
マ
ル
'
p
z
の
云
へ
る
が
如

t
腕
干
の
意
義
は
ぐ
日
肺
門
尻
町
自
に
あ

b
z
す
る
な
ら
ば
こ
の
あ
然
の

系
列
に
結
び
つ
け
ら
る
ぺ
き
円
的
が
な
く
て
は
な
ら
肉
、

る
原
動
力
正
な
る
も
の
で
な
付
れ
ば
な
ら
ぬ
。

そ
し
て
こ
れ
は
ま
記
』
』
の
必
然
の
系
列
を
成
立
た

L
む

ア
リ
ノ
且
ト

1
ト
Y
の
所
謂
岳
山
口
広
ロ
問
の
行
殺
の
後
に
於
て
こ
の
順
序
を
逆

に
し
て
記
述
し
た
も

ωで
あ
る
こ
ど
は
、
彼
自
身
が
負
債
り
向
。
云
耳
目
Moιoι
耳
目
uoロ門町内
r
g
o
r
o吉
田
一
九
の
初
め
に

論
守
る
こ
正
よ

b
袋
せ
ら
る
、
己
思
ム
。
然
h
f
ご
せ
ば
資
本
論
仁
於
り
る
必
然
的
畿
展

ω系
列
は
、

ト
戸
の
所
説
日
是
認
の
順
列
に
籾
賞
す
る
も
の
で
あ
る
。

若
し
然

b
t
せ
ば
、

7
む

F

ク
λ

の
こ
の
必
然

ω
系
列
は
、

ア

y
ス
ト

1

ア
Y
1
ト
1
ト
戸
の
日
品
目
口
問
の
必
然

ω系
列
の
最
後
に
其
会
館

ω
円
的
た
る
}
目
白
]
岳
が

Marx: Zur Kritik der politischen Okonomie， Einleitung XXXV以下。
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F 予抗日

あ
る
が
如
〈
7

ル
ク
ス
の
必
然

ω系
列
の
窮
局
に
於

τも
こ
の
必
然
的
泌
民
り
系
列
が
到
迷
す
べ
き
窮
局
の
目
的

戸、み
T
L
工
、
ふ
ら
‘
io

、。

ヵ
f
t
t
t
T
f
し

然
ゐ
に
恰

b
h
h
ロ

担

問

ω町一

到
注
貼
己
考
へ
ら
る
べ
き
「
白
向
の
王
闘
」
が
逃
ぺ
ら
れ
て
い
る
の
で
ゐ
る
o

然
ら
ば
司
」
れ
が
彼

ω資
本
論
企
憾
の

根
底
に
ゐ
る
け
的
凶
で
あ

h
、
ま
た
そ

ω
会
慨
を
成
立
せ
し
む
ぺ
き
版
動
力
で
な
〈
工
は
な
-
h
m
H
O

hr
〈
併
す
る
-
て
己
に
よ
っ
て
、

さ
き
に
悲
げ
し
7

ル
ク
ス
の
誌
が
矛
盾
な
〈
解

L
借
る
の
み
な
ら
す
、
ま
た
次

ω品

y
グ市
F

T

A

の
訟
が
か
〈
解
す
る
』
』

FMn」
裏
付
り
る
様
に
忠
は
れ
る
。

郎
も
彼
が
や
の
目
的
ご
す
る
ご
-
』
ろ
の
「
限
界
を
〈
q
p
M《
昨
日
す
る
」
正
一
式
ふ
は
.

ゐ
品
。
そ
の
団
，
H
O
口
弘
叶
に
つ
い
て
彼

ω
協
力
者
エ
ン
グ
ル
ス
は
、

zzzzロ出
2
q
5
5
5
d
R
t
E日
間
一
私
立
川
自
己
巾
ロ

Z
E
Z
3問
。
国
耳
目
指
同
町
民
宮
司
円
何
回

Z
F
Eロ
ι司
D

H
ロ
牛
耳
目
子
。
J

山
中
山
口
目
白
色

E
司
口
2
は
N
O司

5
晶
玉
白
骨

ι
E
E内
向
巾
阿
伺

σ
Zロ
a2

一。問]戸内

Fro-門
担

俗

芸
3
8百
N
t
Z丘
E
E
E
N
J
4
2
r
oロ
ヨ

子

S
E
E
-
-
印
ち
白
山
.
己
は
、

一
勺
の
白
山
(
司
耳
目

E
門)で

法
則
を
認
識
す
る
こ
ピ
に
よ
っ

τ典
へ
ら
阜

、
ご
こ
ろ
の
特
定
の
目
的
に
向
ふ
1
法
則
を
計
九
造
的
に
働
か
し
む
る
可
飽
性
に
存
す
る
ご
一
五
ム

τ
い
る
が
、

れ

は
ペ

1
コ

y
が
自
然
に
服
従
す
る
こ
正
に
よ
っ
て

ωみ
自
然
を
征
服
す
る
ご
云
ふ
た
こ
ど
、
同
一
の
料
紳
で
あ

る
o

彼

ω経
済
与
に
ご
っ
て
一
」
の
批
判
定
の
日
的
を
な
す
ご
こ
ろ
の
も

ωは
、
「
自
由
の
王
図
」
で
ゐ
b
、
そ
し
て
資

本
論
会
慨
は
こ
り
「
白
肉
ゆ
王
国
」
に
向
ム
て
、
彼
が
品
目
見
し
た
説
法
則
を
計
査
的
に
働
か
し
め
て
い
る
も
の
さ
考

へ
得
る
で
あ
ろ
う
o

印
も
彼
の
「
資
本
論
」
は
彼
等
の
所
調
白
山
の
惜
系
そ
の
も
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
彼
の
経
済
学

ω根
祇
を
な
す
そ

ω一
日
的
、
動
力
的
の
も
の
、
性
質
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
o

そ
れ

第
二
十
凶
各

九
七

第

抗

;}， 

七

諭

設

組
済
晶
ら
根
抵
止
な
す
公
益
的
柿
帥
に
就
い
て
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beginnt 
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durch 

N
o
t
 u
n
d
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S
5ere 

Zweckmassigkeit 

Le3timmt 
ist
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 aullγrt; 
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liegt 

also 
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古
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的
生
産
生
活
を
も
相
割
的
に
自
由
化
す
る
司
』
ご
が
出
来
る
。
而
も
そ
れ
は
や
は
b
必
然
の
闘
で
あ
る
。
此
必
然
の

闘
の
彼
岸
に
、
ぞ
れ
自
身
目
的
正
さ
れ
る
所
的
人
聞
の
精
一
判
的
諸
能
力
の
畿
展
が
始
ま
る
、
ぞ
れ
が
自
由
の
王
困

で
あ
る
。
然
し
こ
の
白
曲
の
王
闘
は
、
合
理
化
さ
れ
た
必
然
の
闘
の
基
従

ω上
仁
の
み
従
え
る
こ
ご
が
出
来
る
も

の
で
ゐ
る
o

物
質
的
生
産
生
活
を
合
理
化
す
こ
ご
仁

4
っ
て
、
こ
の
手
段
的
生
活
に
用
ふ
る
斜
め
的
時
間
を
出
来

る
に
り
少
〈
し
‘
そ
れ
自
身
H
的
で
め
る
文
化
生
活
じ
出
来
る
仁
り
精
力
を
集
中
す
る
こ
ご
が
第
一
で
あ
る
o

か
〈
て
彼
の
所
詞
「
自
由

ω王
凶
」
な
る
も
の
は
、
具

ω公
A

鋭
的
粘
紳

ω徹
底
ぜ
る
も

ωで
あ
ふ
り
、
削
も
経
済
的

理
想
の
司
W
H
現
さ
れ
た
ど
こ
ろ

ωも
の
己
な
る
の

t
ゐ
る

Q

印
も
、
彼

ω経
隣
町
A
T

な
る
も
の
は
、
こ
の
「
自
由
の
玉
岡
」
の
質
現
を
梨
根
本
的
め
円
的
ご
し

τν
る
も

ωで
ゐ

b
、
従
っ
て
そ

ω枚
庇
に
は
徹
底
せ
る
↓
公
盆
的
精
刷
が
雌
動

L
て
ゐ
る
の
で
め
る
o

換
言
す
れ
ば
彼
的
所
訪
刷
命
的
生
活
池
税
が
級
相
到
的
形
態
を
取
、
り
、
相
側
枯
し

τ合
理
的
に
自
然
に
向
ふ
べ
き

人
聞
が
、
互
仁
相
守
ふ
こ
ど
に
よ
っ
て
、
人
類
が
果
的
人
間
生
活
を
倍
み
得
ぎ
る
ご
い
」
ろ
の
資
本
家
的
生
産
方
法

ピ
云
ム
品
絞

ω不
介
却
な
る
副
作
桃
成
を
打
破
し
て
以
工
人
知
馳
併
の
前
史
を
終
へ
、
自
由

ω王
闘
に
於
て
人
類

枇
命
的
菓

ω朕
史
に
入
ら
ん
ご
す
る
、
科
向
学
的
知
力
的
対
品
が
帥
も
彼
の
総
務
間
半
な
の
で
ゐ
る
。

か
く
て
?
片
タ
ス
は
、
現
に
多
〈

ω
人
々
に
よ

h
泌
ら
る
、
が
如
話
、
運
命
論
者
又
は
唯
物
論
者
に
非
す
し
て

寧
ろ
之
ピ
は
反
謝
に
、
資
本
家
的
生
産
一
枇
品
目
の
法
則
を
把
縦
し
、
こ
れ
に
従
ふ
ニ
ご
に
よ
っ
て
彼
が
不
合
理
己
せ

る
刷
品
闘
を
打
破
し
、
人
類
の
異
の
理
想
を
封
現
せ
ん
ご
し
た
、
徹
底
的
な
理
想
主
義
者
な
の
で
ゐ
品
。

λ

、
、
、
旦
が
岡
家
的
干
渉
よ
り
生
品
r
る
会
後

ω獅
占
を
打
破
せ
ん
が
錦
に
、
要
求

L
た
自
由
放
任
内
経
済
枇
命
日
は

前

農

銘
二
十
四
巷

組
済
制
巴
f
o晶
祇
を
な
す
公
盆
的
的
制
に
就
い
て

九
九

t許

税

九
九
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語Ii

議

組
出
回
甲
山
品
低
を
な
す
公
抗
的
柑
帥
に
就
い
て

部
二
十
円
谷

O 
O 

'2r~ 

Z止

O 
C 

共
自
由
放
任

ω結
川
市
有
一
段
者
階
級
ピ
無
産
者
階
級
ご

ω分
裂
は
増
大
し
日
公
盆
は
再
び
布
川
他
産
車
判
断
獄
に
澗
占
苫
る

こ
ど
、
な
っ
た
。
こ
れ
仁
直
面
せ
L

7

W

ク
ー
は
白
山
政
任
の
結
果
生
廿
し
目
白
盆
的
獅
占
を
打
破
ゼ
ん
が
柏
崎
仁
刷

舎
の
干
渉
を
要
求
し
た
の
で
ゐ
る
o

放
に
ス
ミ
月
が
7

ル
ク
ス
の
時
代
に
生
れ
た
な
ら
ば
マ
ル
ク
λ

ピ
同
じ
(
刷

曾
的

ω干
沙
を
要
求
し
た
で
あ
ろ
一
フ
。

7

U

F

ク
ス
が
λ

ミ
ス

ω時
代
に
生
れ
た
な
ら
ば
λ

ミ
ス
だ
同
じ
〈
白
山
放

任
を
求
め
た
で
あ
ろ
う
0

7

ル
ク
ス
り
干
沙
は
奥
山
白
山
内
同
ヘ
至
る
潟
り
干
沙
で
あ
っ
た
政
仁
、
λ

ミ
ー
り
日
山

は
単
な
る
向
山
此
任
で
は
な
〈
ぷ
一
一
。
ョ
認
可
。
々

E
E
官
官
E
』命日比

ω
0
5
H
E
r
s
ニ5
0
3
H
Z予
口
町

E

P。

口

F
O
E
-
-
E
C町内宮山一
H々、

E
u
q
q
E
ι
」
ロ
己
目
。
こ
で
あ
る
υ

両
者
に
ピ
っ
て
章
一
裂
な
る
こ
正
は
茶
漬

H
的
た
る
刺

命
的
正
義

ωwH現
に
め
っ
た
の
で
め
る
。
所
副
主
義
は
こ
り
日
的
自
現

ω綿
の
手
段
で
め
り
、
一
公
徒
的
円
相
品
川
に
従

た
る
も
り
で
め
っ
?
の
で
ゐ
る
o

今
日
多
〈
山
総
決
問
中
研
究
者

ω問
に
見
ら
る
、
が
如
〈
-
こ
の
山
県
川
的
を
忘
れ

τ手
段

ω守
闘
を
こ
己
、
す
る
な
ら
ば
そ
れ
は
県
組

ω精
刑
判
一
し
背
〈
も

ω
で
ゐ
品
。

第

里T3
 

論

的

考

察

以
上
り
問
中
史
的
考
袋
に
於
て
ョ
な
は
、
日
公
マ
(
骨
一
的
仙
一
仰
が
勝
れ
た
る
総
務
半
山
川
帆
祇
を
な

t
て
ゐ
る

f
rを
別
に

し
た
か
ら
、
進
ん
で
迎
論
的
考
察
に
移
っ
て
、
何
放
に
R

位
盆
的
精
耐
仰
が
経
済
挫
の
校
状
を
な
古
川
H

ば
な
ら
山
山
か
ど

.、

一
五
ふ
理
向
を
明
に
し
た
い
ご
思
ふ
o

問
題
は
切
の
山
口
よ

h
g
=
g
仁
移
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
先
づ
生

ω要
求
が
皐

ω根
祇
に
な
り
れ
ば
な
ら
な

V
Z
一
五
ふ
こ
ご
を
、

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
芭
一
五
ふ
こ
子
伊
』
論
じ
て
見
よ
〉
フ
。

次
に
そ
れ
が
ぬ
盆
的
補
紳
で

¥:VC<lHh of N川 ions. If p. 162. 1) 
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畑
中
の
根
祇
に
生
り
要
求

ω
あ
目
。
こ
ご
を
裂
す
る
や
官
官
ゃ
に
つ
い
て
二
杭
的
主
な
る
考
へ
を
見
品
。

一
ウ
は
所
謂

「
学
的
泊
め
り
川
市
γ
」
(
J
4
5
百ロ
ω
n
r
白
押
ロ
日
己
日
当
日
吉
ω
n
F
与
え
』
一
E
M
)
正
一
五
ふ
考
で
ゐ
り
、

他
は
「
生
的
柏
崎
め
の
問
中
」

FtJHE問
E
n
F
m
w
沖
ロ
日

三
一
ム
ふ
考
へ
で
あ
る
。

郎
i
，
前
方
は
、
れ
を
不
一
辺
一
己
[
、

役
者
は

ι
2
F
o
c
E
5
4
E
-
一日ニ

れ
を
川
I
J
る
正
す
る
も
川
℃
わ
る
ο

私

μ
こ
山
り
二
つ
の
考
ヘ
を
総
主
的
m
y
k小
心
ご

L
て
考
ヘ
て
児
ょ
う
o

川市

fu人
ω文
化
的
生
命
を
成
す
問
。
守
口
問
。
点
問
。
(
純
利
的
凶
行
錦
)
り
一
一
刷
出
円

r
o
E
E出
「
門
(
沼
山
品
行
相
川
)
の

所
成
で
あ
り
ま
に
吋
」
れ
を
尚
足
せ
し
む
る
ご
-
}
ろ
の
も
凶
一
で
お
り
、

仙
川
仰
の
文
化
川
又
は
文
化
城

日
川
己
門
口
円
。
?

F
H
a
m
)
 
ご
」
同
じ
く
そ

μ
自
身
湖
特
叫
が
一
牝

ω主
義
を
布
す
る

J

己
一
』
ん
の
も
的
で
あ
る
。
放
に
「
山
中

ω斜
め
山
川
中
」
己

一
ム
ふ
巣
ボ
帥
ら
巾
午
、
」
-
X
ム
納
付

ω生
セ
泌
足
す
べ
き
を
れ
自
身

ω
要
求
を
否
定
す
る
-
」
ヌ
-
は
山
車
市
な
い
。

乍
然
「
山
中
」
一
Y
Hハ
に
ア
ぐ
り
二
仰
を
な

4
ご
ニ
ろ
の
文
化
的
生
命
全
仰
よ
・
り
見
る
な
ら
ば
、

阿
川
閣
は
一
、
れ
の
み
に

τ

位、
4
4
L

山

崎

ヨ

J
o

-
-
q
i
l
 
印

L
A判
的
文
化
城
が
相
匂
っ
て
金
値
山
り
文
化
的
生
命
を
成
し
一
1
ゐ
る
り
で
あ
る
か
Eb
各
文
化
城

は
ぞ
れ
自
身
湖
特
な
る
ド
作
自
立
以
栽
な
有
す
る
ご
共
に
ま
た
会
慨
ご

ω附
係
に
立
た
ね
ば
な
ら
曲
。
(
こ
の
閲
係
会

仙

ω問
川
凶
は
唱
}
、
に
諭
中
J

t

L

ヨ
限
り
で
な
い
か
ら
、

今
以
H
八
に
「
山
中
し
ご
一
戸
ふ
文
化
域
三
会
側
的
生
伶
ピ
山
関
係
を

考
へ
ば
足
る
山
り
で
ゐ
る
O
)

こ

ω闘
係
よ
り
考
へ
る
な
ら
ば
、

内γ

は
ぞ
れ
白
井
畑
判
叫
刊
の
生
一
し
あ
る
ご
共
に
ま
た
全
般

の
生
に
到
す
る
子
段
山
開
係
に
立
つ
。

こ
、
に
於
て
山
中
山
立
議

ω二
耐
性
正
一
五
ふ
切
一
之
を
考
へ
な
り
れ
ば
な
ら
な

い
O

そ
し
℃
後
山
り
立
義
印
ち
山
中
山
牛
全
慨
に
謝
す
る
心
在
の
立
義
以
前
立
川
山
義
印
L
m
v
そ
れ
自
身
獅
立
山
ト
作
在
の

意
義
を
規
制
す
べ
き
で
の
品
。
ぞ
れ
は
恰
も
分
業
に
於
り
る
協
力
的
金
制
ご
其
部
分
三
し
て
山
各
分
業
ご
の
如
き

か
〈
て
「
山
山
干
の
縛
め
の
山
学
」
正
云
ふ
考
よ
り
も
「
生

ω岨畑出
ω
準
」
Z
云
ム
考
が
主
ピ
な
ら
な
り
れ
ば

関
係
で
め
る
。

第
二
十
四
谷

O 

fi'; 

税

O 

言満

草I

組
沈
静
の
根
抵
を
な
す
時
盆
的
判
制

μ
就
い
て

， 



論

毒草

組
湾
出
中
心
棋
抵
を
な
す
公
益
的
柿
刊
に
就
い
て

第
二
十
回
答

O 

都

腕

。

な
ら
な
い
o

斯
〈

τ経
一
併
事
の
最
後
り
根
祇
を
な
す
精
紳
は
「
生
の
絡
め
」
ご
云
ふ
精
紳
で
な
(
て
は
な
ら
な
レ
。

抽
出
言
せ
ば
生
り
要
以
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
日
の
哲
間
半
に
於
て
二
大
湖
流
を
成
す
ご
こ
ろ
の
ぎ
宮

E
R
E』

宏
司
E
Z
E
Z目
(
山
地
干
の
哲
向
学
)
正

H
b
r
2
4
z
z
g喜
一
。
(
生
の
哲
山
学
)
正
は
こ
り
二
つ

ω主
張

ω割
立
を
去
ら
は
す

ご
こ
ろ
の
も
の
で
の
る
が
、
後
者
が
盆
々
一
俊
勢
ご
な
り
前
者
に
代
っ
て
哲
準
的
主
湖
を
な

L
つ
?
め
る
-
」
芭
は
注

意
す
べ
き
現
象
で
ゐ
る
o

そ
し

τこ
の
問
題
に
閲
す
る
生
の
皆
撃
者
一
巡

ω主
践
の
要
蜘
は
次
的
話
に
よ
っ

τ表
ら

は
き
れ
得
る

t
mふ。

B-CEι

。n
y
E
邑
2
F
E】

(

H

[

i

ヰ
h
E日
比
百
一

R
O
B
E
)
4
2
5
Z
E
沼
田
22-
今
由

5
5
Z
P
F司
君
E
g
m
n
E『門

E
n
r
o
E

mwFHE25一E
m
E
n
r
j
E
H
n
F
E
「
の
百
コ

ω古のゆ町内同
μω
宮口内同岳山空白一。吉田
U
E
E
E
M
m「
r
gロ
o
p
己
目
白

E円

N
H
Z
E
n
Z
J
5
E
0
3
目
rhMEEd
乱。吋

=JEODmnσ
戸
『
時
毛
ユ
一
作
ロ

HUH-
印。ロ

ιの
門
司
】
【
マ
担

M-omwphnrι
戸
口
問

Hroロロ円
UH伺
】
ロ
円
。
ロ
ロ
お
口
氏
品
。

ω
F
Z
U向
日

u
m
-
E一E
Y
Cロ
ιι
出
回
凶

HFDぬコ

〉

島長
q
r
E
H
m
L
O
B
P
S
F
-
u
骨
ω
H
5
2宮
E
己

E
z
z
z
z
z
E
ω
N
2
5
6
3
z
o
E
骨
同
同
vE]
。E
B
H巾
E
f
o
z
u

、
、
、
、

上
逃
せ
し
ぜ
こ
ん
に
よ
っ
て
経
済
学

ω枚
祇
に
生
の
要
求
が
な
け
れ
ば
な
ら
内
ご
一
瓦
ふ
こ
と
は
明
に
な
っ
た
ど

思
ふ
が
夏
に
進
ん
で
こ
山
「
生
」
そ

ω
も
の
が
如
何
な
る
性
質

ω
も
の
で
な
げ
れ
ば
な
ら
凶
か
合
考
へ
て
見
ょ
う
o

「
生
山
り
匁
め
の
や
」
ぜ
云
ふ
主
扶
は
性

τ米
側
聞
を
中
心
正
し
て
典
っ
た
ご
こ
ろ
の
所
謂

]VE向
ヨ
ト
民
ω
吉
田
(
対
際
主

義
)
に
よ
っ
て
も
嶋
へ
ら
れ
た
ご
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
o

然
し
そ

ω「
生
」
的
意
味
す
る
ご
こ
ろ
は
主
ご
し
て
生
物

的
側
人
的
生
命

ω嬰
求
で
あ
っ
た
。
か
、
る
意
味
に
於
て
「
生

ω縛
め
の
川
晶
子
」
ご
云
ム
・
』
己
の
無
意
味
な
る
こ
正
は

玄
ふ
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

卸
ち
先
づ
・
仰
人
々
荷
の
生
物
的
生
命
の
要
求
芭
一
千
品
川
械
な
こ
ご
は
人
類
共
同
の
文
化
的
活
動
た
る
純
燐
撃
の

Dic Philosophic dcs Zwan.zigsten )aJlrhllrlderts. 5" R. MLiller-Freienfcls 
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目
的
ご
す
る
だ
け

ω促
低
の
な
い
ニ
ご
で
あ
る
。

突
に
偶
人
々
々
の
生
吻
的
生
命
の
要
求
宝
石
ふ
様
な
-
』

Z
は
各

人
に
於
℃
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
何
等
客
制
的
安
常
性
的
な
い
も

ωで
あ
る
o

従
ワ

τか
、
る
「
生
」

ω要
求
を
根
祇
ご

す
る
綬
掛
川
地
下
は
何
等
客
叫
的
妥
時
同
性
士
有
司
る

-
3」
パ
町
山
家
な
い
。

依
て
経
燐
与
の
級
紙
た
る
べ
き
「
生

ω要
求
」
は
、
先
づ
柿
紳
的
生
命
の
要
求
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

生
物
的
生
命

ω要
求
正
一
五
ふ
も
の
も
そ
れ
自
身
的
活
で
な
〈
精
神
的
生
命
の
柏
崎
め
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
本

来
「
生
の
斜
め
の
事
」
で
な
〈

τは
な
ら
な
い
I

ピ
一
再
ふ
こ
ご
は
、
前
逃
せ
し
如
〈
、
「
曲
学
」
が
文
化
的
精
紳
的
生
命
の

一
面
ご
し
て
会
憾
の
文
化
的
精
帥
的
生
命
よ

b
制
約
せ
ら
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
故
に
「
生
の
矯
め
の
町
中
」
三
百

ふ
「
生
」
は
常
然
柿
利
的
生
命
全
憾
で
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
〈
て
異
の
絞
掛
川
地
干
の
根
栂
た
る
精
紳
は
精
紳
的
生
命

全
憾
の
要
求
で
ゐ
る
べ
き
で
あ
る
o

か
〈
て
こ
れ
や
一
根
祇
Z
す
る
抑
制
耕
平
そ
の
も
の
も
、
精
神
的
生
命
の
物
質
的

手
段
を
間
関
正
す
る
こ
ご
仁
よ
っ
て
、
そ
れ
自
身
肉
、
吉
川
悩
他
を
祝
す
る
よ
正
、
な
る
の
で
ゐ
る
。

ま
た
ζ

の
粉
紳
が
柿
紳
的
生
命
で
め
る
正
一
五
ふ
こ
ピ
は
そ
れ
が
生
物
的
生
命
で
あ
る
噂
}
ご
、
は
反
割
に
こ
れ
を

枚
祇
正
す
る
即
位
憐
唱
に
や
砂
川
町

Jpf廿
を
興
ふ
る
こ
ご
、
な
る
。
印
も
精
一
脚
的
生
命
に
は
〉
宮
(
行
錯
)
に
於
て
も

ま
た
何
ユ
o
E
E
(
雌
験
)
に
於
て
も
超
例
人
的
な
問
岳
民
間
n
c
g
a
N一
一
の
広
島
(
精
紳
法
則
性
)
が
働
き
組
側
人
的
封

象
に
協
す
る
も
の
で
あ

h
、
従
っ
て
生
物
的
生
命
ご
は
会
〈
異
h
J
、
英
本
質
上
普
遍
的
安
常
性
を
も
つ
も
の
V
円か

ら
で
ゐ
る
。

郎
も
生
物
的
生
命
そ
の
も
の

J

、
処
に
純
梼
生
活
を
考
へ
る
の
は
快
築
主
義
の
立
場
で
あ
り
・
こ
の
立
場
に
於
て

は
経
済
生
活
に
客
似
性
を
奥
へ
待
な
い
。
例
へ
ば
、
食
物
正
一
再
ふ
も
の
で
も
食
慾
其
も
の
を
満
足
さ
せ
る
錦
ご
し

前

議

加
世
済
川
炉
心
揖
抵
を
な
す
公
益
的
柿
紳
に
就
い
て

第
二
十
四
谷

。

主主

!lIi 

。

叩rauger.Lcbcnsfonuen. [ Auschnit"2・!Itv' 5・1) 



面面

* 
制
同
国
・
円
以
抵
を
な
す
八
同
待
問
的
制

r
hい
て

第
ニ
十
四
谷

亡、

凹

主ユ

批

o 
四

て
は
、
各
人
的
要
求
は
質
的
抗
的
に
保
々
な
相
濯
が
あ

h
一
致
し
て
考
へ
難
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
仁
反
し
て
経
済

生
活

ey帆
仙
川
的
生
一
山
岳

ω
も
的
、
手
段
も
」

L
1
考
〈
る
人
桁
主
義
的
立
場
に
於

1
u、
こ
れ
に
一
定
の
客
刷
耐
性
を

拠
へ
得
る
・
例
へ
ば
叫
十
同
士
品
川

1
仁
足
る
会
山
市
宝
石
ふ
附
は
北
(
要
求
は
質
的
量
的
に
略
一
定
す
る
も
川
り
を
考
へ
る

ニ
ピ
が
山
家
ょ
う
。

次
に
、
異
的
経
泌
本
山
山
総
祇
た
る
純
川
的
生
川
叩

ω要
求
は
、

草
に
仰
人
や
成
附
'
滅
的
一
も

ω
で
な
〈
、

r
f
f町

の
粉
川
的
生
仰
の
要
水
で
の
る
べ
討
で
あ
る
。

制
人
や
一
4

A

U

或
仙
川
総
山
一
史
水
を
枚
紙
正
す
る
総
務
問
中
は
十
分
な
る
北
口
、
地
袋
常
性
を
嬰
ボ
Jq
る
こ
・
と
は
山
市
川
な

ぞ
の
阿
川
山
附
皐
は
十
分
な
る
北
一
昨
温
的
妥
'M似
合
要
求
す

い
0

H

A

に
刺
什
全
日
比

ω
要
求
を
校
祇
こ
す
る
川
じ
の
み
、

i

一

ー

、

、

、

.

、

.

る
こ
ど
が
州
諸
小
る
の
で
め
れ
リ
、
ま
た
同
時
に
一
向
車
倒
純
を
有
し
得
る
こ
ど
、
な
る
的
で
あ
る
。

i

i

i

‘
.
、
.
、
、
.
、
.
、
.
、
‘
.
、

抗

ω
制
町
出
柏
戸
イ
的
制
収
祇
た
る
べ
き
梢
紳
は
、
刑
品
川
会
片
山
柿
一
別
的
生
命

ω要
求
で
あ
る
べ

か
く
の
如
〈
に

L
で、

き
で
ゐ
る
。

私
が
公
時
括
的
杭
川
正
一
五
ふ
山
は
印
こ
札
で
ゐ
る
o

p

、」

sbゅ、
1
1
 

hr

、
る
嬰
求
を
以
つ
-
純
一
附
山
川
町
内
収
祇
ピ
な
し
た

そ
の
紘
一
附
ゅ
の
会
慨
系
は
初
め
て
十
分
な
る
伊
町
山
川

P
V仲間
LHγ
山
間
山
川
を
有
じ
得
る
ニ
ご
、
な
る
の
で

於
技
師
悶
怖
や
は
初
め
て
其
り
「
経
凶
泌
氏
」
の
何
千
ご
な
る

ω
で
ゐ
る
。

ゐ
る
。

ご
れ
経
済
中
的
理
組
一
v

じ
ゐ

h
、

滋
に
附
一
百
世
べ
き
は

今
日
的
縦
掛
川
駅
に
於
て
は
.
p

e

、j
I
l
h
ず

a
、
ノ
ヤ
自
己
T
リ
4
E
'
i

ヘ

司、

U
M
F
E
O
作
曲
ヰ

H
H
ト
ド

一
岡
氏
川
r偵
を
中
心
正
し
て
考
へ
ら

れ
て
い
る
か
、

そ
れ
が
術
大
仁
人
類
則
合
街
慨
を
包
括

L
得
る
に
至
る

-
1己
が
最
後
の
瑚
想
な
る
ミ
じ
で
ゐ
る
。

~[J 
も

人
制
抑
制
曾
全
般
的
経
憐
カ
が

一
慨

F
Lて
考
察
さ
れ
、

共
支
配
が
人
削
祉
合
会
剛
山
山
最
大
な
る
文
化
的
成



長

ω勉
め
に
考
慮
せ
ら
る
、
に
至
る
-
}
苫
が
け
以
後

ω理
想
で
あ
る
。

Mm
工
准
ん

t
上
地

ω公
徒
的
約
一
川
ピ
艇
決
山
中
及
経
泌
卒
者

ωm川
畑
山
ご
の
聞
係
を
考
へ
て
見
ょ
う
。

本
論
文
山
河
川
に
於
℃
逃
べ

K
る
が
如
〈
、

一
縦
約
与
の
根
祇
を
な
す
柿
一
酬
は
・

止
(
鼎
全
慨

ω動
力
凶
で
あ
り

ま
た
目
的
川
で
め
っ

t
共
金
慨
系
を
以
〈
生
命
で
め
乙
υ

従，

τ比
凡
ド
み
山
間
山
性
質
そ
決
定
す
ぺ

E
E
'
ヨ
ん
の
も

の
で
ゐ
る
。

放
に
唱
」

ω山
肌
杭
を
な
す
粉
一
脚
が
日
公
術
的
和
一
仰
ご
一
広
ふ
そ
れ
自
身
的
価
一
向
〈
且
首
逼
袋
常
性
を
官
甘
す
る

も
の
な
る
川
、

一
」
れ
を
枚
状
ピ
す
る
縦
掛
川
半
そ
の
も
的
が
ま
た
阿
佐
的
性
質
ey
帯
び
品
川
悦
伯
尚
き
も
山
ぜ
な
る
詳

で
あ
ゐ
こ
正
は
川
明
仁
な
っ
た
ど

μ
ふ
が

前
は
幾
分
一
」
的
駄
を
命
政

L
て
見
ょ
う
心

的
も
こ

ω
こ
ピ
は
、
h
A
V
U
4
i
u

一、

λ

ミ

λ

山
総
掛
川
P
等
仁
っ
き

県
民
的
仁
も
wn
詑

L
た
如
〈

北
(
平
山
枚
本
村

I

i

1

i

 

刺
な
る
も
的
は

日
戸
問
中
お
が
縦
憐
現
象
に
帆
到
す
る
手
一
拠
的
態
山
は
や
決

l
従
り
て

-}ω
呪
象
に
帆
到
!
て
抗
山
す
る
十
一

悩
的
問
問
1
1そ
れ

μ
ス

ミ

ペ

H

A

び
γ

W

グ

λ

に
於
て
は
若
古

ω
旭
川
ピ

Lτ
現
J

勺
は
れ
た
ー
ー
を
決
す
べ
き
己

こ
ろ
の
も
の
で
あ

b
、
従
っ
て
ま
た
去
の
一
問
題
的
下
仁
起
る
べ
き
、

庁
h
k川
剛
山
川
、

』
ru-T

朕
史
的
、

t'a、
司
、

且
五
月
'hH

の
問
題
山
性

質
を
決
定
ず
べ
き
ピ
こ
ん
山
り
も
り
で
め
る
。

克
に
ま
た
ヨ
』
れ
等
間
迎
合
研
究
す
べ
き
準
的
方
法
、

比、
H

民
正
己
主
る

-
J
ι
k
a
J
4

、

J

、、電子
-
-
L
-
j
h惟

心

b
戸、ォ
tμ
い

1
H
U
政
川

J
i

資
料
小
川
蒐
集
、

其
資
料
ピ
共
方
法
に
よ
る
北
一
等
問
問
自
他
り
研
究
、

等
の
税
制
酬
的
な
る
原
動

力
を
成
す
ピ
ニ
ろ
の
も

ωポ
あ
る
。

か
く
て
誌
研
究
会
他
山
一
例
伯
を
決
定
す
べ
き
も
め
で
あ
る
。

北
(
総
本
料
相
紳
に
し
て
、
川
山
此
川
下
く
ま
川
袋
詰
性
を
快
〈
も
り
な
る
仙
は
、

提
出
す
る
問
題
，
M
身
す
で
に
倒
侃
な
〈
、
従

F

ソ
て
こ
の
問
題
4

工
彪
現
す
べ
き
資
料
方
法
、

北
(
山
学
者
MM
同
一
の
約
済
現
象
じ
っ
き

閉
校
祇
ぜ
な
す
科
卒
も

倒
他
な
く
、

ま
た
力
強

3
釧
究
カ
七
山
る
こ
ど
は
出
来
な
い
¥

B
E
E
f
E全
盟
主
刷
同
在
ia

弘、も

μ
己
工
b
修

-
J
R
W
B占
F

H

t

4

J

1

ι

u

m

論

器ミ

印
刷
出
市
の
松
枇
を
た
す
公
盆
的
抑
制
に
就
い
て

ff~ 

披

O 
E 

第
二
十
四
谷

「万
五
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~~ 

議

印刷凶
M
v
d
品
位
を
な
す
公
益
的
柿
帥
に
就
い
て

首会

批

る
で
あ
ろ
う
。

第
二
十
四
谷

一O
六

一O
六

そ
し
て
こ
、
に
「
弟
者
ご
し
て
の
問
中
者
」
ご
「
所
詞
峨
業
的
血
中
者
」
正
の
相
迭
を
生
宇
毛
守
」
正
、
な
る
。
向
己
の
与

問
り
恨
祇
に
H

世
盆
的
精
川
が
確
立
し

τγ
る
「
血
中
者
ご
し
て
の
事
者
」
に
ご
っ
て
は
、
同
己
の
研
究
会
慨
は
自
己
の

生
命
り
俊
民
司
ゐ

b
、
入
品
愛
の
は
ご
ば
L

b
で
め
る
。
こ
れ
を
妨
げ
ん
ピ
す
る
も
の
あ
ら
ば
死
を
も
賂
し

τ進

む
の
で
ゐ

ι。
ス
ミ
λ

や
マ
ル
ク
ス
に
於
て
人
道
的
勇
士
の
意
気
を
見
る
は
み
一
く
こ
れ
が
銭
で
ゐ
る
ご
思
ふ
。

之
に
反
し
共
事
の
根
底
に
一
公
盆
的
精
一
川
り
磁
立
[
て
い
な
い
人
は
脱
々
「
所
説
職
業
的
の
附
学
者
」
芭
な
る
。
ご
れ

北
(
人
の
血
干
の
根
祇
に
は
人
類
愛
の
強
主
流
れ
が
な
い
の
で
、
彼
に
ご
っ
て
は
共
研
究
は
雄
々
自
殺
的
自
体
的

ω
も

の
で
な
〈
な
b
、
従
っ
て
息
問
的
研
究
白
憾
に
満
足
す
る
こ
ご
が
山
家
な
く
な
る
。
こ
の
時
彼
は
他
律
的
ご
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
卸
も
峨
業
、
」
し
て
こ
れ
を
柏
崎
す
に
至
る
の
で
あ
る
。

乍
然
他
伴
的
峨
楽
的
一
じ
ゐ
る
ご
一
去
ふ

E

』
正
、
同
学
者
で
ゐ
る
ご
一
耳
ム
こ
ど
、
は
耐
立

L
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
準
者

の
職
分
が
異
皿
を
鮮
明
す
る
に
あ
る
己
云
ム
こ
ご
は
何
人
も
異
作
あ
る
ま
い
。
然
し
自
然
科
般
者
ご
異
な
っ
て
枇

曾
科
卒
・
』
ご
に
経
済
事
を
、
経
済
的
な
る
公
盆
凋
占
の
支
配
し

τ
い
る
今
日
の
枇
品
目
に
於
て
研
究
す
る
も
り
に
ご

う

τは
、
其
真
理
ど
信
宇
る
正
こ
ろ
を
過
る
さ
否
ご
に
よ

b
、
恰
も
、
濁
占
の
非
雌
者
正
賛
成
者
己
に
封
し
て
其

獅
占
者
階
級
郎
寸
勺
北
(
枇
留
の
有
力
な
る
人
々
か
ら
来
る
べ
き
結
川
端
に
つ
い
て
ス
ミ
且
が
逃
べ
た
る
記
同
後
仁
川
会

〈
相
反
す
る
膳
酬
が
腿
ケ
氷
る
の
で
あ
る
。
こ
の
際
「
m

学
者
正
し
て
の
皐
者
」
は
奥
理
を
表
明
L
得
る
で
あ
ろ
う

が
、
「
所
謂
職
業
的

ω卒
者
」
は
-
-
れ
ご
反
謝
の
態
度
を
収
る
ヨ
』
ご
は
常
然
ゐ
り
得
る
の
で
あ
る
。
然
る
附
ぞ
れ

が
印
も
、
山
肌
チ
阿
陛
で
の
る
。
二
、
に
於
一
1
彼
は
肱
に
卒
者

t
は
有
り
得
な
い
I

。
他
枠
的
意
義
に
於
げ
る
職
業
ご

布市、九二一一九三頁参閥、1)及 2)
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云
ム
ニ
言
、
経
済
事
者
正
云
ふ
こ
ご
は
か
〈
て
、
雨
立
し
難
い
こ
ご
で
あ
る
。

否
此
よ
h
も
一
見
に
校
本
的
決
定
的
な
司
、
ご
は
、
ニ
れ
等
「
所
調
職
業
的

ω事
者
」
は
が
〈
自
己
の
信
4
7

右
翼
理
を

表
明
し
能
は
ぬ

ωみ
な
ら
す
、
真
に

rh理
自
他
が
阿
見
え
な
く
な
る
ご
云
ム
こ
ご
で
あ
る
。
即
ち
枇
曾
科
血
平
に
於
け

る
深
い
真
理
は
、
全
人
物
的
要
求
を
も
っ
て
求
め

1
止
ま
ゴ
ゐ
人
仁
の
み
輿
へ
ら
れ
る
の
で
ゐ
る
。
ニ
、
に
枇
曾

科
卒
的
総
識
己
人
検
の
力
ご
の
密
接
な
る
闘
係
が
あ
る
の
で
ゐ
る
。
デ
イ
ル
タ
イ
は
こ
の
こ
ご
を
次
の
如
〈
に
云

ひ
表
ら
は
し
て
い
る
。

よ
)
宮
山
口
田
町
田
町
ロ

L
0
4耳
目
。
岡
何
回
一

4
Z
一nzom
一E
L何
回
。

2ω
昨
日
三
国
何
回
目

rhw『
向
。
ロ
三
月
r司
P
訪
問
且
耳
明
吉

N
m
z
oロ
ω岳
山
間
3
n
o
h
o
M
m何Z
口同

百
四
百
ロ

03
問。

F
2
2
η
5
2ロ
白
骨

E
。
田
町
ロ
山
門
賞

r
o
ι
2
Z耳
目
凹

ωロ
N
E
P
凶
。
邑

m
E
〈

Oロ

0
5日
冨

R
Yつ
も
ぬ
戸
時
骨
ω
胃
E
G
E
H
n
t
z

ド

5
0
E
E
-
-
:
戸
邑
自
民
骨
E
E
H呂
町
一
問
的
自
民

E
H
M
P
O
(
p
m
m
m
E同
町
内
叶
耳
目
四
百
件
)
有
島
Z
円
Z
H
O
E
O
-
M
N
E
ロ
2
同庁
E
E
P
F
E
z
-
-

〉

、

、

同
mmo-4命
円

Z
E骨
ロ

44(柿
帥
謂
科
事
山
中
日
働
〈
叫
解

h
は
余
人

Eて
あ
る
。
仙
川
帥
請
科
串
に
於
け
る
大
な
る
功
献
は
巾
に
力
出
き
初
判
よ
り
来
る

も
山
て
は
な
{
、
人
椅
的
止
命
内
体
大
さ
よ
り
車
る
の
で
あ
る
。
・
・
ι
m
L
る
仙
刑
制
的
働
さ
に
あ
っ
て
は
、
価
値
刈
師
、
用
組

A
び
制
組
に
於
け

る
武
際
的
傾
向
が
、
理
解
と
一
百
ふ
乙
と
に
紡
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
)

印
も
、
自
然
科
学
に
於
け
る
さ
柿
洲
科
皐
又
は
枇
曾
科
目
半
に
於
は
る
古
は
認
識
能
力
自
髄
の
本
質
が
異
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
、
彼
に
於
て
は
相
官
性
か
も
知
れ
ぬ
が
、
此
に
於
て
は
智
情
意
の
働
、
き
で
あ
り

ι
q
m
E
N
O
冨
E
R
F

(
会
人
)

で
あ
る
o
伎
に
問
中
に
所
謂
「
闘
が
よ
い
」
£
云
ふ
ニ
芭
で
は
駄
目
で
あ
っ
て
、
丘
何
百
山
岳
一
四
一
白
山
片
品
自
目
見
詰
』

芝
山
岳

E
ピ
耳
目
(
人
格
的
生
命
的
伴
大
手
)
を
裂
す
る
の
で
あ
る
。
へ

1
グ
戸
以
後
内
大
脳
史
家
ご

L
τ
際
史

的
批
曾
的
-M
且
在
ピ
】
】
れ
に
閲
す
る
科
事
に
採
さ
税
L
み
を
有
し
、
同
時
仁
天
才
的
の
科
卒
者
で
ゐ
る
彼
の
此
一
一
)
一
日

部
二
十
凹
谷

tJ1 

曲虎

C 
-t: 

O 
七

Z晶

議

相
柿
問
問
中
白
根
抵
を
な
す
八
世
益
的
柿
刊
に
就
い
て
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自宙

f位

判酬の
U止
の
扱
極
を
な
す
公
益
的
約
帥
に
就

rτ

第
二
寸
問
谷

O 
F、

iî~ 

坦厄

〈コ
丹、

は
、
我
等

ω州
出
〈
休
は
工
、
品
川
e

らだ、，
Q

ご
こ
ん
の
も
の
で
ゐ
品
。

ミ

、
カ
〈

1

民
に
人
近
的
リ
ん
は
日
叫
ん
弛
的
約
一
一
川
り
自
白
わ
る
も
り
に
し
て
、

印
主
人
制
州
愛
を
有
す
る
も
の
に
し
て
初

め
τ 

山
県
に
大
な
る
総
体
制
山
中
者
ピ
な
り
得
る

ω
℃
め
る
。

か
、
る
人
仁
於

-
1
U
北
(
人
物
は
金
融
合
化
3
れ
全
人
類

化

ιれ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、

従
っ
て
比
一
訟
誠
も
会
刷
命
化
苫
れ
会
人
凱
化
百
れ
る
の
で
あ
る
。

級
協
加
山
中
に
異
に
志

さ
ん
ご

4
る
者

μ
、
先
?
』

ω卒
者
的
利
惣
り
根
本
に
向
っ
て
努
力
給
地
!
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
o

， 

ョー

* 

十作せ
v
d
る
可
ら

F
る
こ
ど
'
T
論
じ
た
山
で
あ
る
。
今
」
の
こ
ご
よ
り
、
今
日

ω
川
上
界
を
周
み
て
今
日
縦
抑
制
山
市
者
ピ

L
て
立
た
ル
正
す
る
も
の
、

mm訟
を
考
ヘ
て
こ

ω
論
を
結
ぽ
う
ピ
川
山
ふ
c

ー
ミ
ス
が
卜
入
世
利
に
山
一
c
、

ぞ
0) 

7

u

y

ク
メ

μ
十
九
社
犯
に
山
で
て
、

共
に
倣
庇
せ
る
公
篠
的
仙
川
よ
り
、

際
史
的
訓
貨
に
応
じ
た
る
腕
札
口
経
済
与
を
生
n

品
川
し
た
如
〈
、

二
十
限
組
U

今
日
に
於
て
、
白
羽
目
に
総
統
明
者
た

ら
ん
ご
刷
ふ
も
の
、
、
校
本
的
な
る
務
は
、
先
づ
縦
・
体
制
点
下
に
山
間
統
的
な
る
‘

L
以一
l
-
』
の
精
紳
士
二
十
川
紺
凶
今
日
の
賂
史
的
哨
怖
に
雌
じ
て
殺
現
せ
ん
-
コ
」
で
h

る
o

ヨ」の
H

町
鋭
的
精
一
川
を
徹
底
的
に
向
路

そ
し

τ、
こ
凶
一

Am
に
は
最
早
や
十
人
昨
紀

ω
ス
ミ
ス
ピ
も
ま
た
十
九
山
紺
り
マ
ル
ク
ス

eThrr付
r
r
r
r

、
.
、
、
、
.
、
、
‘
.
、
、
.
.
 、、.、

れ
る
一
}
正
は
我
等
に
許
百
れ
な
い
o

恰
も
7

U

F

ク
ー
が
ス
ミ
ー
を
件
敬

L
G
が
ら
こ
れ
を
批
判

L
、
そ
り
正
[
き

を
受
付
入
れ
て
新
な
る
脆
史
的
事
情
的
下
に
新
な
る
純
情
山
中
を
生
み
出
せ
し
が
如
く
、

今
円

ω我
々
は
、

今
日
の

早
田
介
に
相
訓
峠
し
て
論
争
の
中
心
を
な
せ
る
ス
ミ
て

マ
ル
ク
ス
の
二
大
山
中
派
其
仙
を
、

ト
l

，、』一一丁
r臼
む

L
E
N
d
-
-

斗
l

ノノ

l
u仰
ω
J
4
ポ

e
E
y
t
-

• ， 



以
て
品
仰
を
新
な
る
時
代
の
文
化
史
的
及
哲
皐
的
意
誠
に
於
て

s
p
s
g
す
る
こ
己
に
努
力
せ
ね
ば
な
ら
凶
o

的
精
油
刊
を
自
覚
し
て
立
っ
た
以
上
、

そ
れ
等
の
人
々
の
日
的
は
同
一
な
の
で
あ
る
。

就
に
部
被
問
中
の
根
本
的
統
帥
た
る
公
徒

各
人
の
立
場
又
は
事
一
阪
の
相

今
日
の
印
字
削
介
に
於

τ立
場

ω守
ピ
云
ム
-
』

ιが
甚
し
い
慌
で
ぬ
る
が
、

同
一
の
溺
局
の
目
的
を
越
せ
ん
こ
さ
を
同
封
じ
閥
ふ
も

遣
は
目
的
の
相
違
で
は
な
く
手
段

ω
相
違
わ
い
る
に
池
ぎ
向
。

の
は
ま
た
真
剣
に
慌
重
に
そ
の
手
段
を
瓦
に
各
方
而
よ
り
攻
先
し
な
り
れ
ば
な
h

な
い
。

迭
す
る
縄
め
の
手
段
に
つ
い
て
町
民
説

ω
わ
る
正
一
苫
ム

F

』
正
は
、

悲
し
む
べ
き
，
』
巴
で
は
な
〈
て
、

期
く
て
同
一

の
H
的
を

反
っ
て
古
h
h
』べ

き
-
』
ご
で
ゐ
る
o
此
等
的
人
々
は
相
対
h
批
判
的
叫
引
先
を
な
す
こ
正
に
よ
り
大
い
に
利
銭
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
o

然
る
に
、
耕
民
.
我
々
は
我
凶
り
山
中
外
に
於
て
今
日
、
品
も
忌
む
九
一
J
一
日
ソ
川
明
叩
清
一
間
一
官
度
合
一
見

a
G
G

そ
れ

は
自
己
の
立
場
に
帆
到
す
る

r
r
r
r
v昨
W
Z
他

ω立
場
に
謝
す
る
無
研
究
総
理
解
な
る
嫌
悪
さ
で
あ
る
o

而
し

て
こ
の
非
県
川
的
態
度
よ
り
我
一
経
済
官

τ救
び
山
[
得
べ
一
吉
川
泣
悼
の
カ
も
亦
経
済
卒
者
」

L
て

ω
一
-
山
一
公
盆
的

精
神
の
白
肌
却
で
あ
る
。

・貨に

R2的
精
神
一
り
み
は
何
れ
の
時
一
例
れ

ω虎
に
る
を
問
は
主
張
笠
宮
根
本
的
精
神
た
る
可
も
の
で
の
る
。

明
徳
川
首
如
昌
一
一
矧
閉
山
球
九
回
明

M
m
o
都
知
県
=
差
別
相
-
。
以
=
蹴
明
】
依
。
封
ν
物
附
能
現
=
一
切
色
相
-
。
色
白
川
昌
差
別
一
c

而
珠
無
a
縫
口
叫
-
叫
(
大
正
一
五
・
二

7
Z
R
)

附
印
。
公
佐
拙
刊
自
他
は
門
前
山
松
松
に
出
血
す
る
出
a山
て
あ
り
は
四
仙
で
あ
る
。
こ
の
山
岳
は
印
刷
出
心
人
止
に
却
す
る
也
北
山
本
引
に
附
す
る
帥
臨

を
前
拠
と
し
て
い
る
。
乙

ω
事
貨
を
単
的
に

μ相
す
れ
ば
組
出
白
人
止
に
却
す
る
お
北
的
事
抗
論
は
な
り
、
こ
山
訪
日
市
棚
上
り
料
消
仙
瑚
州
出
引
規
柏

d

へ
r
一一
i
L
j
J
E
U
M
ご
砕
け
る
「
い
い
消
と
人
止

bω
市
は
、
人
，
上
リ
は
れ
ば
訟
に
山
た
さ
山
と
こ

諭
が
山
る
こ
と
誌
な
る
叫
て
私
が
本
山
叫
に
描
げ
た
入
v
n
i
4
A
￥

d
J
f
l
t

一
ろ
は
み
る
が
、

ζ

れ
な

ω
て
あ
る
o
公
証
担
刑
判
そ
山
も
山
を
月
前
的
に
規
定
せ
ん
と
せ
ば
こ
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